
安
心
し
て
住
め
る
町
　
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
　
ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
町

広
報
れ
い
ほ
く
[vol.６

５
９
]

2018
N

ovem
ber

11
平
成
30（

2018）
年
11
月
21
日
発
行
［
毎
月
21
日
発
行
］

︵目次は裏表紙をご覧ください︶

︻今月の主な内容︼フォトリポート

お　まつり

　やけマラソン ほか

城
夕



３ 広報れいほく ２０１８ 11月号 ２  広報れいほく ２０１８ 11月号 

フォトリポート#1
お城まつり

　

第
２
回
﹁
富
岡
城
お
城
ま
つ
り
﹂
が
10
月

27
日
・
28
日
の
二
日
間
︑
百
間
土
手
な
ど
富

岡
港
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︵
第
１
回
は

台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
事
実
上

の
初
開
催
︶
︒

　

27
日
の
苓
北
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
天

草
西
海
岸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
︑
海
上
シ
ケ
の

た
め
や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
︑
オ

ル
レ
富
岡
ま
ち
歩
き
と
苓
北
海
鮮
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
︵
27
日
︶
︑
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
飲

食
物
産
展
︵
28
日
︶
な
ど
︑
二
日
間
︑
延
べ

３
︐５
０
０
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
︒

　

百
間
土
手
下
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
︑
町
内
外
か
ら
16
団
体
・
個
人
が
演

目
を
披
露
︒
町
特
産
品
な
ど
飲
食
物
産
展
・

マ
ル
シ
ェ
に
は
23
店
舗
が
出
店
し
︑
売
り
切

れ
続
出
す
る
な
ど
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑
２
回
行
わ
れ
た
紅
白
餅
投
げ
で
は
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
︑
お
と
な
も
子
ど
も

も
我
を
忘
れ
て
︑
大
き
な
歓
声
が
会
場
中
に

こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
︒　

　

岩
下
忠
実
行
委
員
長
の
話
︒

―

昨
年
は
台
風
で
中
止
に
な
り
︑
今
年
に
対

す
る
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
は
︒

﹁
台
風
で
も
︵
屋
内
で
︶
や
る
意
気
込
み
で

し
た
︒
27
日
の
海
の
イ
ベ
ン
ト
は
残
念
で
し

た
が
︑
メ
イ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
た
こ
と
は
一
歩
前
進
だ
と
思
い
ま
す
﹂

―

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
期
待
す
る
こ
と
は
︒

﹁
物
も
人
も
売
ろ
う
！　

と
考
え
︑
お
も
て

な
し
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
︒

こ
の
お
城
ま
つ
り
を
き
っ
か
け
に
︑
発
信
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
﹂

―

来
年
に
向
け
て
︒

﹁
ま
ず
は
︑
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で

き
る
よ
う
に
︒
そ
し
て
︑
ま
つ
り
を
継
続
し

て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
﹂

　

家
族
や
友
人
と
訪
れ
て
い
た
吉
中
美
和
さ

ん
︵
天
草
市
︶
︒
﹁
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
親
子
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
苓

北
へ
来
る
き
か
っ
け
に
な
り
ま
し
た
﹂
と
の

こ
と
で
す
︒

　

町
を
盛
り
上
げ
る
新
た
な
観
光
イ
ベ
ン
ト

へ
の
期
待
と
予
感
を
感
じ
る
︑
二
日
間
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

︵
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
作
品
は
︑次
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
︶

1_志岐八幡宮の獅子舞　2_家族で楽しむ
瀬形さん親子　3_ビールもありました！ 
お祭りですから（笑）　4_百間土手下の
特設ステージ　5_富岡城をつくった唐津
藩主、寺沢広高に扮する岩下実行委員長
6_ひょっとこもお店でお出迎え!?

10月27日・28日 富岡城お城まつりを初開催！

二日間で延べ3,500人　新たな観光イベントの予感！

多彩なイベント！「苓北へ来るきっかけに！」

「
お
城
ま
つ
り
へ
よ
う
こ
そ
！

岩
下
忠
実
行
委
員
長
改
め…

…

、

寺
沢
志
摩
守
広
高
の

お
も
て
な
し
じ
ゃ
！
」

餅
よ
、
来
い

１
２

３

４

５

６
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苓北中学校の学習成果発表会が10
月12日、同校体育館で開催されまし
た。
３年生が総合的な学習として取り

組んだ「地域の祭り」。今年は春の
迫・三丁目のシャギリを、保護者ら
へ披露しました。

「みなとオアシス富岡」が、平成30（2018）年10
月27日付けで、国土交通省のみなとオアシスに正式
認定、登録証交付式が富岡港船客待合所前で執り行
われました（主催：国交省）。
登録により、各種イベント広報補助等の申請が可

能となるほか、他のみなとオアシスとの連携（コラ
ボイベントの開催など）も期待されます。
岡田晴喜みなとオアシス富岡運営協議会会長は、

「町民の憩いの場、生活・文化・物流の場につなが
るよう知恵を出し合っていきたい」と話しました。

町内４地区で敬老会
　　　　　　　　７７歳以上、１，５１１人を招待して祝福

「近くで起きないと決めつけない」
　　　　　地震・津波などを想定した苓北町防災訓練を実施

オーストラリアのホストファミリーが来町　元研修生らと旧交を温める

苓北中学校学習成果発表会　伝統芸能「シャギリ」を披露

志岐小ＯＢから母校へ　本の贈呈式 町民の憩いの場、生活・文化・物流の
場に　　　　　　みなとオアシス富岡

米寿記念品贈呈（都呂々地区、１０月１６日）

金婚夫婦表彰（志岐地区、１０月１７日）

富岡小学校５年生児童らと交流

「春の迫・三丁目 シャギリ」を披露する苓北中３年生の生徒ら

涙があふれる作文朗読

水消火器を体験する児童

応急手当を学ぶ地域の皆さん

登録証を掲げる村岡猛国土交通省九州地方整備局
副局長（左）と田嶋苓北町長

自分の命は自分で
守ると誓う

澤谷政光さんと図書委員の山口水貴さん（６年）

田嶋町長とゼルご夫妻

77歳以上（昭和17年４月１日までに生まれた人）を招待し、祝
福する苓北町敬老会を、10月16日に坂瀬川・都呂々地区で、17日
に志岐・富岡地区でそれぞれ開催しました。
招待されたのは町全体で1,511人（男性513人、女性998人）。

前年に比べて２人の増となりました。また、米寿（88歳）の該当
者は51人（前年比44人減）、新規（77歳・喜寿）の該当者は114
人（前年比25人の増）となっています。なお、町内の最高齢者
は、溝上清信さん（木場）の104歳とのことです。
会では、米寿記念品贈呈、18組の

金婚夫婦表彰などのほか、小中学生
による敬老作文朗読や保育園児・各
種団体による演芸も披露されまし
た。「なかよしで、ずっといっしょ
に元気でいてほしいです」。森下勇
実さん（都呂々小２年）は、おじい
ちゃん、おばあちゃんへの気持ち
を、涙ながらに伝えていました。

地震・津波などを想定して総合的な活動を実施す
る苓北町防災訓練は11月11日に坂瀬川小学校であ
り、児童・教職員・地域住民・消防団・苓北分署・
町など約350人が参加しました。
田嶋苓北町長を総監とした訓練本部を設置し、地

震・津波発生にともなう情報伝達、避難誘導、消火
活動、人命救助などを関係機関が協力して訓練しま
した。
また、苓北分署指導の下、児童や地域住民らを対

象に、濃煙内通過体験や水消火器使用体験、救急教
室なども行われました。
金子晴飛さん（６年）は、

「貴重な体験ができました。
災害が、近くで起きないと決
めつけず、起きたときはでき
るだけ早く避難し、自分の命
は自分で守ります」と、誓い
の言葉を述べました。

苓北町からの国際交流研修生らを、長年、ホストファミリ
ーとして迎えてくださっているゼルご夫妻（オーストラリ
ア・マジー市）が来町、10月11日には田嶋苓北町長と面会し
ました。
ご夫妻は、懐かしい元研修生らと

再会を果たし旧交を温めたほか、富
岡小学校では書道を体験するなどし
て児童らと交流しました。

熊本市在住の澤谷政光さんが11月９日、志岐小学
校を訪れ母校の児童に役立ててもらおうと児童用図
書215冊を寄贈、その贈呈式が行われました。
同校ホールには、本年３月にあった澤谷さんから

の寄附50万円で購入した図書がずらりと並べられま
した。中林青子さん（６年）は、「私は本が好き
で、たくさん本が増えてうれしいです。これからも
どんどん本を読みたいです」と感謝を伝えました。

いさ

み

はる と

はる こ
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苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

下
っ
た
箇
所
に
、
残
存
石
垣
の
最
上
位
・
積

み
石
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
ま
し
た
。

小
山
の
南
側
斜
面
は
、
幅
16
ｍ
、
長
さ
５

ｍ
、
端
部
の
標
高
８
・
１
ｍ
。
直
下
の
沿
岸

道
路
と
は
、
５
・
２
ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
、

法
面
に
残
存
石
垣
が
露
呈
し
て
い
ま
し
た
。

〔
富
岡
城
絵
図
〕

城
絵
図
に
は
、
北
側
区
域
の
櫓
を
支
え
る

西
側
石
垣
に
「
石
垣
高
六
間
半
（
11
・
９

ｍ
）
」
と
書
き
込
み
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
北
側
区
域
は
、
標
高
14
・
３
ｍ
で
、
城

時
代
の
高
さ
を
維
持
し
て
い
ま
す
（
追
手
門

の
南
側
桝
形
道
を
構
成
す
る
石
垣
は
、
北
側

区
域
の
北
縁
に
も
あ
た
り
、
天
端
石
が
残
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の
高
さ
に

櫓
が
構
築
さ
て
い
た
事
に
な
り
ま
す
）
。

そ
う
す
る
と
、
城
絵
図
に
書
き
込
ま
れ
た

石
垣
の
高
さ
は
、
実
際
よ
り
も
高
さ
２
・
５

ｍ
程
低
く
な
り
、
疑
問
が
残
り
ま
す
。
し
か

し
、
城
絵
図
を
見
る
限
り
、
石
垣
は
、
海
岸

か
ら
、
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

上
位
で
、
段
積
み
の
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
城
絵
図
に
は
、
櫓
の
南
側
と
東

側
に
、
石
垣
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

南
側
石
垣
に
は
、
「
石
垣
高
○
○
二
間
一
尺

五
寸
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
高
さ

４
・
１
ｍ
の
石
垣
が
、
小
山
の
北
側
区
域
に

積
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
石

垣
直
下
の
標
高
は
、
10
・
３
ｍ
程
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
小
山
（
緩
傾
斜
地
）
の
南
端

部
の
標
高
と
、
大
方
、
一
致
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
城
絵
図
は
、
小
山
の
南
側
石
垣

の
高
さ
を
「
五
間
半
（
10
ｍ
）
」
と
書
き
込

ん
で
い
ま
す
。
石
垣
に
は
、
築
地
塀
が
描
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、
高
さ
も
妥
当
で
す
。

こ
の
小
山
の
東
側
斜
面
に
石
垣
が
積
ま
れ

な
か
っ
た
の
は
、
不
思
議
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
小
山
は
、
旧
大
手
門
（
寺

沢
時
代
）
の
西
側
に
位
置
し
ま
す
。

〔
石
垣
の
整
備
事
業
〕
（
平
成
26
年
度
）

第
１
に
予
算
面
の
事
。
第
２
に
、
小
山
と

城
絵
図
の
解
釈
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
、

整
備
は
、
未
完
成
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

西
側
は
石
垣
34
〜
35
〜
36
の
北
側
半
分
で

は
、
高
さ
10
・
５
ｍ
ま
で
。
石
垣
36
の
南
側

半
分
と
道
路
に
面
す
る
石
垣
32
は
、
高
さ
８

ｍ
に
留
め
て
あ
り
ま
す
。

将
来
、
再
整
備
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
石
垣

34
・
35
は
、
高
さ
14
ｍ
ま
で
。
後
者
の
石
垣

は
、
10
・
５
ｍ
で
高
さ
を
揃
え
る
の
も
、
可

能
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
、
高
さ
４
・
１
ｍ
の
櫓
の
南
側
石

垣
も
視
野
に
入
れ
る
事
が
出
来
ま
す
。
留
意

点
は
、
小
山
の
東
側
ラ
イ
ン
が
、
土
盛
り
で

あ
る
と
い
う
事
で
す
。

今
回
は
、
追
手
門
南
側
の
小
山
を
『
肥
前

甘
艸
富
岡
城
図
』
（
以
下
、
城
絵
図
）
と
照

合
し
ま
す
（
第
78
回
・
79
回
と
は
、
訂
正
の

箇
所
が
あ
り
ま
す
）
。

〔
地
形
〕

北
端
区
域
が
最
も
高
く
、
標
高
14
・
3

ｍ
。
東
西
の
長
さ
15
ｍ
、
南
北
幅
８
ｍ
。
南

縁
中
央
部
に
、
石
垣
で
囲
ま
れ
た
区
画
（
近

世
の
造
成
地
）
が
あ
り
ま
す
。
稲
荷
神
社
跡

で
、
南
縁
の
長
さ
５
・
８
ｍ
、
幅
は
東
縁
で

３
ｍ
、
西
縁
で
４
ｍ
。
石
垣
の
南
縁
直
下

は
、
標
高
11
・
５
ｍ
弱
（
石
垣
の
高
さ
２
・

９
ｍ
）
。

北
端
区
域
は
、
後
世
に
削
ら
れ
て
面
積
を

狭
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
広
さ
で
は
、
城
絵

図
に
描
か
れ
た
櫓
「
梁
行
４
間
（
７
・
32

ｍ
）
・
桁
行
９
間
４
尺
（
17
・
７
ｍ
）
」
が

建
ち
ま
せ
ん
。

小
山
は
、
石
垣
下
か
ら
痩
せ
馬
地
形
に
な

り
ま
す
。
幅
７
〜
４
・
３
ｍ
、
長
さ
15
ｍ
の

緩
傾
斜
地
で
、
南
端
の
標
高
は
、
10
・
８

ｍ
。
東
側
斜
面
に
は
、
大
き
な
抉
り
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
個
所
に
、
残
存
石
垣
は
、
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
西
側
斜
面
に
は
、
１
〜
４
ｍ

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
80
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
元
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

富
岡
城
跡
の
発
掘
調
査
と

　
　
　
　
　
　
　

  

整
備
事
業
報
告 
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け
ん

は
り
ゆ
き

け
た
ゆ
き

あ
ま
く
さ

の
り
め
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　早いもので、暦の上では11月7日は「立冬」でし
た。立冬の「立」には新しい季節が始まるという意味
があるそうです。このころから、だんだんと冬の気配
が感じられるようになってきます。
　朝夕の気温の差が激しく、子どもたちも体調を崩し
やすくなりますので、衣類の調節や体調管理に気をつ
けて元気に過ごしましょう。
　支援センターでは、参加のママたちと子どもたちの
成長を見守り、一喜一憂
しています。
　みんなで、おしゃべり
をしながら子育てを楽し
みませんか？　笑顔も倍
になりますよ。
　お待ちしています。

　インド料理の「サモサ」を
ご存じでしょうか。軽食の
一つで香辛料の効いた子ど
もからも大人からも大人気
のおやつです。
　都呂々保育園では手軽に
食べられるように、餃子の
皮で作っています。子ども
たちの好きなカレー味と、
パリパリとした食感で、みん
な美味しく食べてくれます。

今月の
都呂々保育園都呂々保育園都呂々保育園都呂々保育園 人気メニュー

「サモサ」
都呂々保育園のお友だち

Ｑ：過去に熱性けいれん
を起こしたら、解熱
剤は使わない方がい
いと聞きましたが本
当ですか？

Ａ：熱性けいれん歴があると、解熱剤を使わない方
がいいという根拠はありません。
熱性けいれんを起こした子も、熱による不快感を
やわらげたい場合があるので、解熱剤の使用は、
自己判断せずに必ず医師に相談してください。

ママたちのＱ＆Ａ

チームぱくぱく

地域で。家庭で。くらしに食育を。
将来を担う子どもたちを“食で育む命の応援団”

12月の共通メニュー

冬野菜のグラタン
　　　  　（１２月４日）

12月の共通メニュー

冬野菜のグラタン
　　　  　（１２月４日）

①じゃが芋は、茹でて潰

しておく。

②玉ねぎ、人参、豚ミン

チを油で炒めて、調味

料で味付けする。

③①と②を混ぜ合わせる。

④餃子の皮で包み、きつ

ね色になるまで油で揚

げる。

作り方

材 料（４人分）

餃子の皮
じゃが芋
玉ねぎ
人参
豚ミンチ
カレー粉
塩
塩こしょう

･････････８枚
･････１２０㌘

･･･････････３０㌘
･･････････････２０㌘

････････４０㌘
･･･小さじ１／３

･･･････････････････少々
････････少々

大きくなってね

ママたちも笑顔がいっぱい！

図１　追手門南側小山測量図

図２　富岡城絵図・追手門周辺図３　追手門周辺図

泣くのは、だあれだ……？



問問

問問

問問

問問

やすのり

　　好きな食べものは？
何でも食べます。特に魚と餅が好きです。
魚は、刺身を毎日食べないと気が済みません。
餅は、祭りなどで拾ってきたものを冷凍していつでも食べら
れるようにしています。１０月２８日（日）のお城まつりで
も拾ってきました。餅投げと聞けば、どこでも拾いに行きま
す。

　　好きな男性のタイプは？
すらっとしたよか男がよかです。この年になって好きな男性
のタイプもありませんが、昔の夫（安德さん）はすらっとし
ていてよか男でした。今は、お互い年を取ってしまいました
(笑)

　　もし生まれ変わったら？
趣味でバレーなどのスポーツをしたいです。
体を動かすことが昔から大好きで、今でもスポーツが大好き
です。
町民体育祭で輪回しに出ることも年１回の楽しみです。今年
が最後かもしれないと思っていましたが、台風で中止となり、
とても残念です。
今とはあまり変わらないと思いますが、生まれ変わっても運
動を生きがいにしたいです。

　　私の健康法
歩くことと生活の中に楽しみを持つことが健康法だと思いま
す。
コースはその日の予定で変わりますが、毎日歩くことで体を
動かしています。
歩くことも楽しみですが、一番の楽しみは、曾孫の世話をす
ることです。私には、１１人（来年１２人目が誕生予定）の
曾孫がおり、会うのを毎回楽しみにしています。お小遣いの
工面や会う度に重くなって抱えるのが大変な事など苦労する
こともありますが、私の宝物達です(笑)

　認知症・知的障がい・精神障がいなどがあるために判
断能力が不十分であり、日常生活に不安がある人へ。

「地域福祉権利擁護事業を利用してみませんか」

例えば…
○ホームヘルパーやデイサービスなど、福祉サービスを
利用したいが、相談する人がいない。

○年金や生活保護費などをすぐに使い切ってしまう。ま
た、そのために公共料金や家賃を支払えなくなってし
まう。
○介護保険や年金などの通知やその他の郵便物が来て
も、内容がよくわからない。また、手続きがわからな
い。
○物忘れなどで通帳などの大切なものをどこにしまった
か、わからなくなってしまう。また、再発行を何度も
繰り返している。自分で保管しておくのが心配であ
る。
○訪問販売の被害に何度もあっており、断りきれない。
その支払いにも困っている。
　…などでお困りの人に、生活支援員が自宅を訪問して
相談に応じ、次のような援助を行います。

①福祉サービスを利用したり、やめたりすること
②日常的な金銭管理（金融機関での手続き、お金のお
届けなど）

③大切な書類などのお預かり
④定期的な訪問による生活状況の把握

【注】ご本人との「契約」により、社会福祉協議会が、
責任を持って手続きや支払いの代行などを行います。

■利用料　１回１時間あたり９００円（以後、30分毎に
450円加算）※非課税世帯は無料

曾孫１１人が人生の大切な宝物！
昔から子供の世話が大好きです！！

No.212

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ
心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

なか　　 の き　　　よ　　　か

（昭和１２年７月１５日生まれ）満８１歳　松原区在住
中野キヨカ さん

　不要になり寄附された福祉機器などを、必要な人に利
用してもらうリサイクルコーナーです。

　　『無料』でおゆずりします！
①シルバーカー（室内用・室外用１台ずつ）　…　２台
②入浴介助用椅子　………………………………　１台
③入浴介助用具セット（滑り止めマット
・入浴用踏み台）　………………………………　１組
④赤ちゃんカゴ　…………………………………　１台
⑤ベビーカー（乳母車）　…………………………　１台

■申込受付期限　　　
　希望する人は、１２月７日（金）までに苓北町社会福祉
協議会へお申し込みください。希望者多数の場合は、抽
選になります。
　抽選は、１２月１０日（月）午前９時から、苓北町新ふれ
あい館で行います。

日常生活に不安はありませんか？
社協がお手伝いします！

福祉機器リサイクルコーナー！

町内

８９   広報れいほく ２０１８ 11月号広報れいほく ２０１８ 11月号

屋外用屋外用 屋内用屋内用
①-1①-1

②②

④④

③③

⑤⑤

①-2①-2

　五和町手野、佐々木家の１０人兄弟（兄２人、姉３人、
妹３人、弟１人）の４女として生まれる。
　小さい時から、勉強よりも下の妹達の世話をすることが
大好きな子供であった。喧嘩もよくしたが、現在も仲の良
い兄弟である。
　手野小学校、内野中学校と進学。中学校卒業後、実家の
百姓仕事と親戚の土方仕事を手伝うことになる。
 ２２歳の時に親戚の勧めで、夫の安徳さんとお見合い結
婚をし、坂瀬川（松原区）へ嫁いだ。１男２女の子宝にも
恵まれた（今では孫５人、曾孫１１人――来年１２人目が
誕生予定――の大家族となった。子供の世話は大変ではあ
るが、人生の生きがいとなり楽しい生活を送る毎日だ）。
　３３歳の時に、近所に九州旭シームレス（現キューアサ）
ができ、就職する。職場の雰囲気や立地条件がとても良か
ったシームレスは、松原区の住民にとってとてもありがた
いことであり、中野家の助けにもなった。子育て（孫・曾
孫も含む）をしながら６８歳まで従業員として勤め、その
後８０歳まで、シームレスの内職を近所の元従業員達とと
もに勤め上げた。
 今は仕事を辞め、少し寂しくはあるが、曾孫達が頻繁に
遊びにくるキヨカさんの現在の
生活は今も昔も変わらない。
「曾孫達が結婚するまでは、生
きたかなぁ」キヨカさんは今日
も、何よりも大切な家族のこと
を想う。

安徳さんと北海道旅行安徳さんと北海道旅行

孫達と一緒に安徳さんの還暦祝い孫達と一緒に安徳さんの還暦祝い

ど  かた

やす のり
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国照寺保育園 つばき ぐみ  のおともだち

総務課広報係
☎○内２０７

　　　　　男子１４人、女子１８人　計３２人　　　　　　【担任の先生】矢住征規先生 ・ 茅野奈奈先生

苓北中学校 ３年２組・チャレンジ２組

学
校
自
慢

1011   広報れいほく ２０１８ 11月号広報れいほく ２０１８ 11月号

この欄は、みなさんと一緒につくるページです。楽しい行事やご要望など、お気軽に広報係へ
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ん

「がんばってそだてたあさがお」

みんなでみかん狩り♪みんなでみかん狩り♪

『やりきる！　団結し 高め合う 集団』

クラスから先生へ　受験に向けて、みんな
で団結し、高め合いながら頑張ります！
　卒業まで、よろしくお願いします。

クラスの自慢　クラスタイトルにあるように、団結し、どんなことでも
諦めずやりきることができるところが自慢です。

先生からクラスへ　自分たちで決めたことをやり
とげることができるクラスで、元気をもらってい
ます。苓北中のリーダーとして、正しいことを
堂々と行い、自信を持って卒業してほしいです。
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　第23回町内同級生ミニバレー大会
は10月26日に体育センターであり、
５チームが参加し総当たりで争いま
した。
「１日４試合で大変でしたが、皆さ
ん元気にプレーしていました」

（大会事務局）
【大会結果】
優勝　　わろてんか（４勝）
準優勝　スマイル（３勝）
３位　　２９会、いちご、
　　　　BORRACHO（１勝）

わろてんか 優勝！
　町内同級生ミニバレー大会

い
そ
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わろてんかチームの皆さん
（写真提供＝大会事務局）
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健
康
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
胃
の
病
気
を
予
防
す
る
目
的
で
、
40

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
事
業

を
行
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
の
粘
膜
に
生
息
す
る
細

菌
で
、
慢
性
胃
炎
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、

胃
が
ん
な
ど
の
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
受
診
券

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
身
分
証
明
書
を
ご
持

参
の
上
、
役
場
福
祉

保
健
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

苓
北
町

に
住
民
登
録
の
あ
る

40
歳
以
上
の
人
（
当

該
年
度
末
年
齢
）

▼
検
査
方
法　

採
血
に
よ
る
血
液
検
査

▼
自
己
負
担
額　

５
０
０
円

▼
検
査
医
療
機
関　

猪
口
医
院
・
天
草
慈
恵

病
院
・
苓
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
苓
北
医
師
会

病
院

▼
実
施
時
期　

12
月
1
日
〜
来
年
３
月
末

▼
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
人

　

▽
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
や
除
菌
治
療
を
し
た

こ
と
が
あ
る
人
▽
胃
・
十
二
指
腸
の
疾
患

で
治
療
中
ま
た
は
手
術
歴
の
あ
る
人

　

▽
現
在
慢
性
胃
炎
等
の
所
見
が
あ
る
人

▼
そ
の
他　

費
用
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
み
で
、
そ
の
後
の
除
菌

治
療
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助
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対
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は
な
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ま
せ

ん
の
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ご
注
意
く
だ
さ
い
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▼
受
験
資
格　

昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
13
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
福
祉
に
関
心
が

あ
り
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
文
書
・

計
算
）
が
で
き
る
人
。
苓
北
町
内
に
住
所

を
有
す
る
人
ま
た
は
採
用
後
に
苓
北
町
内

に
居
住
で
き
る
人

▼
受
付
期
間　

　

11
月
26
日
㊊
〜
12
月
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日
㊊
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
（
土
・
日
曜
は

除
く
）
。
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
10
日
㊊

の
消
印
が
あ
る
も
の

▼
試
験
日
時
及
び
場
所　
　

▽
第
１
次
試
験　

【
日
時
】
１
月
20
日
㊐
午

前
8
時
30
分
【
場
所
】
苓
北
町
新
ふ
れ
あ

い
館

▽
第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
。

▽
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
の
請
求

　

苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
、
「
苓
北
町
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
採
用
試
験
申
込
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を
同

封
の
上
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
手
続
き

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
苓
北
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
す

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
苓
北
町
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
採
用
試
験
申
込
書
」
と

朱
書
き
し
、
必
ず
「
簡
易
書
留
郵
便
」
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
35
―
１
２
７
０

レ
ゼ
ン
ト
（
数
に
限
り
あ
り
）
。

※
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了

後
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

問　

水
道
環
境
課　

担
当
／
松
野

　
　

☎
○内
１
２
９

苓
北
町
指
定
「
生
ご
み
専
用
袋
」
は
生
活

系
生
ご
み
と
同
様
に
苓
北
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー

で
堆
肥
化
さ
れ
る
た
め
、
「
生
分
解
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
材
」
を
使
用
し
て
お
り
、
破
け
や

す
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。

取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
ま
と
め
買
い
は
せ
ず
、
必
要
枚
数
を
購
入

し
ま
し
ょ
う
。

②
湿
気
の
な
い
暗
所
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

③
や
さ
し
く
取
り
扱
い
、
詰
め
込
み
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
十
分
水
切
り
し
て
か
ら
排
出
日
に
生
ご
み

専
用
袋
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

問　

水
道
環
境
課　

担
当
／
櫻
井

　
　

☎
○内
１
４
０

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
状
況
を
も
と
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
取
り
壊
し
を
し
て
い
て
も
、
届

け
出
が
な
い
場
合
に
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

届
出
用
紙
は
役
場
税
務
住
民
課
に
備
え
付
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 ☎35-1111　　FAX 35-2454

INFORMATION

掲載希望は総務課広報係へ

お知らせ

町か
らの
お知らせ、くらしの情報

1213

　

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
受

け
、
苓
北
町
麟
泉
運
動
公
園
の
天
然
芝
を
維

持
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
目
土
散
布
機
を

購
入
し
ま
し
た
（
平
成
30
年
度
）
。

　

こ
の
事
業
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

t
o
t
o
・
Ｂ
Ｉ
Ｇ
の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
同
公
園
に
つ
い
て
は
同
事
業
に

よ
り
、天
然
芝
生
や
防
球
ネ
ッ
ト
の
整
備
、
芝

刈
機
な
ど
の
購
入
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
収
益
は
、
日
本
の

あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

問　

教
育
委
員
会　

担
当
／
酒
井

　
　

☎
○内
４
０
４

平
成
31
年
苓
北
町
成
人
式
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
成
人
式
で
の
意
見
発

表
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
11
月
30
日
㊎
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

平
成
31
年
１
月
４
日
㊎

　
　
　
　

10
時
30
分
〜

▼
会
場　

志
岐
集
会
所

▼
対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

町
内
の
中
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
現
在
町

内
に
住
所
を
有
す
る
人

※
右
記
以
外
の
人
で
出
席
を
希
望
す
る
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会　

担
当
／
永
野

　
　

☎
○内
４
０
２

〜
天
ぷ
ら
油
を
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
〜

天
ぷ
ら
油
（
家
庭
廃
食
油
）
の
回
収
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
県
内
で
実
施
し
ま
す
。
回
収
し

た
廃
食
油
は
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
）
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

▼
期
間　

12
月
３
日
〜
来
年
１
月
31
日

▼
回
収
場
所　

水
道
環
境
課
・
各
出
張
所

（
８
時
30
分
〜
17
時
）

▼
回
収
可
能
な
油　

天
ぷ
ら
油
等
の
植
物
油

※
動
物
油
（
ラ
ー
ド
等
）
、
鉱
物
油
（
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
等
）
は
回
収
不
可
。

▼
回
収
方
法　

天
か
す
等
の
ゴ
ミ
を
除
き
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
油
購
入
時
の
プ
ラ
容
器

等
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
特
典　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー
を
プ

け
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
必
ず
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

税
務
住
民
課　

担
当
／
時
田

　
　

☎
○内
１
１
１

人
権
問
題
を
は
じ
め
家
庭
内
の
こ
と
、
相

続
問
題
、
金
銭
問
題
、
相
隣
関
係
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
３
日
㊊
10
時
〜
15
時

▼
場
所　

苓
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員　

地
元
人
権
擁
護
委
員
（
４
人
）

問　

税
務
住
民
課　

担
当
／
田
中
慎

　
　

☎
○内
１
０
６

▼
日
時　

12
月
８
日
㊏

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

▼
会
場　

志
岐
集
会
所

▼
内
容　

▽
講
演
「
住
み
慣
れ
た
家
で
安
心

し
て
療
養
す
る
た
め
に
〜
最
期
ま
で
過
ご

せ
る
地
域
づ
く
り
〜
」
▽
講
師
＝
白
髭
豊

氏
（
長
崎
市
・
白
髭
内
科
医
院
院
長
）

問　

苓
北
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

担
当
／
藤
江　

☎
○内
５
０
２

　
　

☎
○町
35
―
１
２
６
９

24
時
間
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
さ
れ
た
全
盲
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
立
木
早
絵
さ
ん
に
よ
る
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
交
え
た
講
演
会
で
す
。

▼
日
時　

12
月
16
日
㊐
13
時
〜

▼
会
場　

熊
本
県
庁
地
下
大
会
議
室

▼
観
覧
料　

無
料
（
事
前
申
込
が
必
要
）

問　

同
実
行
委
員
会
（
県
障
が
い
者
支
援
課

内
）　

☎
０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
３
５

▼
日
時　

12
月
５
日
㊌
10
時
〜
15
時

▼
場
所　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　

交
通
事
故
、
土
地
・
建
物
、

金
銭
の
貸
借
関
係
等
民
事
一
般
、
夫
婦
関

係
・
親
子
関
係
・
相
続
等
家
庭
親
族
間
の

問
題

▼
相
談
員　

天
草
調
停
協
会
会
員

問　

天
草
調
停
協
会
（
横
山
英
生
）

　
　

☎
23
―
６
６
６
９

▼
訓
練
科
名　

Ｏ
Ａ
事
務
科

▼
対
象
者　

離
職
者
ま
た
は
自
営
業
を
廃
業

し
就
職
希
望
の
人

▼
募
集
期
間　

11
月
26
日
㊊
〜
12
月
25
日
㊋

▼
訓
練
期
間　

２
月
１
日
㊎
〜
４
月
26
日
㊎

▼
訓
練
会
場　

㈲
あ
ま
く
さ
藍
ネ
ッ
ト

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業
が

完
了
し
ま
し
た

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！

総
ぐ
る
み
Ｂ
Ｄ
Ｆ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

家
屋
の
新
築
・
増
築
ま
た
は

取
り
壊
し
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

平
成
３１
年
度
採
用

苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

在
宅
医
療
や
介
護
に
つ
い
て
の

「
住
民
講
座
」開
催
し
ま
す

「
生
ご
み
専
用
袋
」は

破
け
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
フ
ォ
ー

  

ラ
ム
」観
覧
者
募
集
！

平
成
31
年
苓
北
町
成
人
式
を　

１
月
４
日
に
実
施
し
ま
す
！

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

無
料
調
停
相
談
を
実
施
し
ま
す

ピ
ロ
リ
菌
検
査
事
業
を
行
い
ま
す

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
！

無料
電話

39-0003（会計） 39-0002（税務/福祉） 39-0000（商工/農水/土木） 39-0001（水道）
39-0004（企画） 39-0005（議会） 35-2111（委員会） 35-1233（調理場） 35-1111（総務課）

□申…申し込み先　□問…問い合わせ先　○内…内線　○町…町内無料電話

▼職種・採用予定数

区分

高等学校
卒業程度

福祉活動
専門員兼
一般事務

１人程度 苓北町社会福
祉協議会事務
局に勤務し、
福祉活動専門
員及び一般事
務に従事する。

職種 採用予
定人数

勤務先
勤務内容
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フォトリポート#3
キジの放鳥体験

フォトリポート#2
吟詠大会

　10月12日、坂瀬川保育園の園児８
人が、近くの山すそでキジの放鳥を
体験しました。
　熊本県猟友会のメンバー５人の手
ほどきのもと、22羽を放鳥。元気よ
く動くキジに、後ずさりする子ども
たちでしたが、次第に慣れ、最後の
方では、猟友会メンバーの補助なし
に一人で抱きかかえ、放鳥していま

　第24回吟詠「泊天草洋」全国大会
は11月４日に志岐集会所であり、県
内外から出場した51人が頼山陽の名
吟で、のどを競い合いました。
　今年は、奇しくも、山陽が文政元
年（1818年）に富岡を訪れてからち
ょうど200年となる、いわば記念の
年（2018年）でもあります。
　同著『日本外史』が明治維新へと
つながる尊王思想に影響を与えたこ
となどを考えると、「天草洋に泊
す」の詩（言葉）も改めて深みが増
すように感じられます。
　レンズ越しに、出場した皆さんの
豊かな表情を見ていると、果たし
て、「山陽が見た天草灘の情景が浮
かんでいるのだろうか」と、想像を
膨らませている自分がいました。
　大会結果は次のとおりです。
【独吟一部・69歳以下】
■最優秀賞
　篠田睦子さん（玉名市）
■優秀賞
　鶴賀谷修さん（大阪府）

■優良賞
　寺嶋文代さん（熊本市）

■入賞（５人）
　榎田和壽さん・中本保秋さん
　鶴田美代子さん・土生誠さん
　濵中悠太郎さん
【独吟二部・70歳以上】
■最優秀賞
　今福義幸さん（天草市）
■優秀賞
　古庄優子さん（合志市）
■優良賞
　村﨑洋子さん（熊本市）
■入賞（５人）

　清島辰信さん・塚田友三郎さん

　谷﨑誠一さん・辻敬子さん　
　松岡つゆ子さん

【合吟・５人１組】
■最優秀賞
　釜﨑恵美子さん・濵松早苗さん
　中野久子さん・廣瀬かず子さん
　山口千恵子さん
■優秀賞
　村上敏子さん・舟津和子さん
　中川玲子さん・阿部逸子さん
　神益紀代美さん

した。
　白組（年長）の松永実沙希ちゃん
（裏表紙写真）は、「最初はこわか
ったけど、楽しかった」と話してく
れました。
　猟友会（石田敏晴事務局長）で
は、「子どもの情操教育の一環で、
県内各地で放鳥を行っている」との
ことです。

熊本県猟友会が県内各地で実施

第
24
回
吟
詠あ

ま
く
さ
な
だ
に
は
く
す

﹁
泊
天
草
洋
﹂全

国
大
会

頼
山
陽
来
訪
二
百
周
年
記
念

1_篠田睦子さん（独吟一部・最優秀賞）
2_今福義幸さん（独吟二部・最優秀賞）、３回目の最優秀賞。
3_合吟の部で最優秀賞を受賞した皆さん

１ ２

３

1818 

～ 2018



富
田
誠
至
郎
さ
ん

鳥
羽
瀬
美
和
さ
ん

岩
﨑
喬
也
さ
ん

福
山
桃
子
さ
ん

守
川
陽
一
さ
ん

山
川
祐
佳
さ
ん

19 広報れいほく ２０１８ 11月号 18  広報れいほく ２０１８ 11月号 

フォトリポート#4
夕やけマラソン

　苓北夕やけマラソン2018は11
月３日、絶好の夕やけが予想さ
れる中、農村運動広場一帯をス
タート・フィニッシュに開催さ
れ、町内外から約４５０人が参
加し、秋の苓北路を駆け抜けま
した（４㎞・10㎞・ハーフマラ
ソン）。
　気温は高めでランナーにとっ
ては少し暑いコンディション。
14時10分、ハーフ・10㎞の部
が、14時20分、４㎞の部がスタ
ートしました。
　６回目となった同大会。今回
から新たにタイムを自動計測で
きるシステムを導入（シューズ
にチップをつけて走る）。ま
た、一部車両通行止め区間を設
けるなど、ランナーにとって、
より走りやすい大会となるよう
努めました。
　参加者の声。
　10㎞の部に出場した松本基督
さん（天草市河浦町）。「景色
もコースも良く走りやすかっ
た。また来年も出たいと思いま
す」。ハーフの部、岡本秀一さ
ん（八代市、1年半前まで苓北在
住）。「苓北町の皆さんの応援
をいただき、故郷に帰ってきた
ようで楽しく走ることができま
した。大会も年々、質が高くな
り走りやすかったです。毎年、
大玉のレタスが嬉しいですね」
　このほか、大会にはゲストラ
ンナーとして瀬戸口賢一郎さん
（延岡マラソンクラブ・元旭化

成陸上部）がハーフの部に出場し、
大会を盛り上げてくれました。フィ
ニッシュ付近では苓北給食センター
さん、黒瀬製菓舗さん、加工所みか
ん屋さん、ミナクルファームさんの
出店もありました。そして、沿道か
らのたくさんの、熱く、温かい声援
が、ランナーの力になったことは言

うまでもありません。
　日没前の午後５時頃、少し雲の多
い空の色が朱色に染まりはじめまし
た。力を使い果たしたランナーらが
フィニッシュを向かえようとしてい
ます。夕やけよ、ランナーの背中を
押してくれ！　と願いを込めまし
た。

1_午後５時頃のフィニッ
シュ付近、朱色に染まりは
じめる空　2_ゲストラン
ナーの瀬戸口賢一郎さん　
3_ハーフの部で独走態勢
の富田選手　4_一斉にス
タートする４㎞の部　5_
お父さん、お母さんのブラ
ンコで進む!?　6_ピースサ
インは余裕のある証し？　
7_スタート前、レタスほ
場をバックに記念撮影！素
晴らしい笑顔で、「目指
せ！　完走！」と意気込み
を語ってくれた二人の女性
ランナー

１
２ ３ ４ ５

７

６

○大会結果（　）はタイム・所属または市町村

【ハーフマラソンの部】
■男子　
１位　富田誠至郎さん（1:15:04・天草信用金庫）
２位　山下　将近さん（1:20:15・天草市役所）
３位　松本　健聖さん（1:22:42・有明リトルクラブ）
■女子
１位　鳥羽瀬美和さん（1:31:25・天草市）
２位　上杉夫美恵さん（1:54:29・大矢野中学校）
３位　坂本千代美さん（1:55:50・合志市）
【10㎞の部】
■男子
１位　岩﨑　喬也さん（0:37:11・苓北支援学校）
２位　石田　　光さん（0:38:03・天草マラソンクラブ）
３位　稲尾　瑞歩さん（0:40:22・天草工業高校）
■女子
１位　福山　桃子さん（0:49:55・富岡小学校）
２位　田中　美加さん（0:54:07・苓北町）
３位　大塚　桃子さん（0:54:12・志岐小学校）
【４㎞の部】
■男子
１位　守川　陽一さん（0:13:57・宇城広域連合消防）
２位　守川　航平さん（0:14:12・宇土鶴城中学校）
３位　飯田　翔大さん（0:14:33・苓北中学校）
■女子
１位　山川　祐佳さん（0:16:50・有明中学校）
２位　松本　栞奈さん（0:16:51・苓北中学校）
３位　木山　愛心さん（0:17:39・苓北中学校）
【特別賞】
■最高齢者賞
　鬼塚秀親さん（87歳・上天草市・４㎞の部）
■最遠来賞
　原岡充さん（東京都・ハーフマラソンの部）
【出走者】
ハーフ（161人）、10㎞（84人）、４㎞（209人）、計454人。

450人が秋の苓北路を駆け抜ける！

苓北夕やけマラソン2018

自動計測システムを初導入！
たくさんの声援がランナーを後押し
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安心して住める町　いきいきと暮らせる町　ふるさとと呼べる町
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